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【戦　評】

　白のユニフォーム山形南は#4･5・6・7・8、一方青のユニフォーム羽黒は#4・5・7・10・13のスターティング
メンバーで試合開始。
　第１Q、白はオールコートからマンツーマンディフェンス、青は1－１－3ゾーンディフェンスでスタート。開
始からお互い激しい攻防を展開する。青は＃5、＃7、＃１０の連続得点、負けじと白＃4、＃７、＃８の連
続得点で応戦。激しさが増す試合展開のなか白がディフェンスから流れを掴み、＃6が速攻からバスケッ
トカウントを決め、白21－15青となったところで、青が1回目のタイムアウト。タイムアウト後、青＃10の連
続得点、白＃５が連続得点し、お互い譲らない展開が続き、２８－２３、白の５点リードで１Q終了。
　第2Q、白はオールコートからマンツーマンディフェンス、青は1－１－3ゾーンディフェンスでスタート。開
始早々、青は＃10の連続得点で逆転に成功、白は＃4、＃8が得点し再逆転に成功する。残り3分、流れ
を掴んだ白はディフェンスの激しさを増す。白＃4、＃5、＃7が怒涛の攻撃をみせ、白４５－３１青となった
ところで青、2回目のタイムアウト。青は＃10が得点し反撃するも、白の勢いは止まらず、終了間際＃6が
ドライブから得点し、56－33、白、23点リードで前半終了。
　第３Q、両チーム、ゾーンディフェンスでスタート。白は＃6が速攻で連続得点、＃5のインサイドで得点を
重ねていく。青は＃5がドライブ、＃13がインサイドで得点し応戦する。その後、お互い譲らない展開が続
く。白はマンツーマンディフェンスにチェンジしペースを掴もうとする。残り4分、青がタイムアウト。その後、
青が＃11の3Pシュートが連続で決まる。75－54、白、21点リードで3Q終了。
　第4Qも両チームゾーンディフェンスでスタート。白は＃4＃6の連続3Pで勢いに乗る。すかさず青タイム
アウト。青は＃5＃7＃11が３連続得点し、点差をつめる。その後は一進一退の攻防を繰り返し、残り3
分、青がオールコートのゾーンプレスをしかける。白は巧みなパスワークでそのプレッシャーをかいくぐ
り、青の追い上げが叶わず白９９－７６青で山形南が２年連続り18回目の優勝を飾った。
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